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Ⅰ 調査の概要 

 

1 調査目的 
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」（平成 13 年法律第 31 号。以下「配

偶者暴力防止法」という。）第 25 条では、国及び地方公共団体は、配偶者からの暴力の防止及び被害

者の保護に資するため、調査研究の推進に努めるよう規定している。また、「第５次男女共同参画基

本計画」（令和 2 年 12 月 25 日閣議決定）では、女性に対する暴力に関し、社会における問題意識

の向上や効果的な施策の立案・展開に資する調査研究を実施することとしている。 

男女間を取り巻く環境の変化に応じた被害傾向の変化等に適切に対応するため、これまで、平成 11

年度、平成 14 年度、平成 17 年度、平成 20 年度、平成 23 年度、平成 26 年度及び平成 29 年度に、

全国 20 歳以上の男女 5,000 人（平成 17 年度以前は 4,500 人）を対象に、無作為抽出によるアンケ

ート調査を実施している。 

前回調査から３年後に当たる令和 2 年度においても、これらの先行調査を踏まえつつ、今後の男女

間における暴力対策の推進に資することを目的とし、国内の男女間における暴力の実態を把握した。 

 

2 調査項目 
（1）配偶者等からの暴力に関する認知度 

（2）配偶者からの暴力の被害経験 

（3）交際相手からの暴力の被害経験 

（4）特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験 

（5）無理やりに性交等をされた被害経験 

 

3 調査対象 
（1）母集団 全国 20 歳以上の男女 

（2）標本数 5,000 人 

 

4 調査時期 
 令和 2 年 11 月 28 日～12 月 20 日 

 

5 調査方法 
 郵送留置訪問回収法 

 （回収は、対象者自身が回収用封筒に記入済みの調査票を密封したものを、調査員が回収した。 

 また、対象者本人が希望した場合には、郵送回収またはオンライン回答とした。） 

 

6 調査実施委託機関 
 一般社団法人 中央調査社 
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7 標本抽出方法 

  地 点 数：224 市区町村  225 地点 

  抽 出 方 法     ：層化二段無作為抽出法 

 

〔層 化〕 

（1）全国の市区町村を、都道府県を単位として次の 11 地区に分類した。 

  （地 区） 

  北海道地区＝北海道                      （１道  ） 

  東北地区 ＝青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県  （６県  ） 

  関東地区 ＝茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、 

         神奈川県                     （１都６県） 

  北陸地区 ＝新潟県、富山県、石川県、福井県          （４県  ） 

  東山地区 ＝山梨県、長野県、岐阜県              （３県  ） 

  東海地区 ＝静岡県、愛知県、三重県              （３県  ） 

  近畿地区 ＝滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 （２府４県） 

  中国地区 ＝鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県      （５県  ） 

  四国地区 ＝徳島県、香川県、愛媛県、高知県          （４県  ） 

  北九州地区＝福岡県、佐賀県、長崎県、大分県          （４県  ） 

  南九州地区＝熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県         （４県  ） 

 

（2）各地区においては、さらに都市規模によって次のように 25 分類しそれぞれを第１次層として、 

計 65 層とした。 

  〇 大都市（都市ごとに分類） 

    （東京都区部、札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、相模原市、 

 新潟市、静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、神戸市、広島市、岡山市、 

北九州市、福岡市、熊本市） 

〇 人口 20 万人以上の市 

〇 人口 10 万人以上の市 

〇 人口 10 万人未満の市 

〇 郡部（町村） 

  （注）ここでいう都市とは、令和 2 年 4 月 1 日現在市制施行の地域である。 

     また、人口による都市規模の分類は、住民基本台帳に基づく平成 31 年 1 月 1 日現在の人口

による。 

 

〔標本数の配分及び調査地点数の決定〕 

 地区・都市規模別各層における推定母集団数（平成 31 年 1 月 1 日現在の 20 歳以上人口）の大きさに

よりそれぞれ 225 地点を比例配分し、各調査地点の標本数を 13～27 にした。 
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〔抽 出〕 

（1）第１次抽出単位となる調査地点として、平成 27 年国勢調査時に設定された調査区を使用した。 

 

（2）調査地点（調査区）の抽出は、調査地点数が２地点以上割り当てられた層については、 

 

           層における国勢調査時の当該母集団人口（計） 

                層で算出された調査地点数 

 

を算出し、等間隔抽出法によって抽出した。また、層内での調査地点数が１地点の場合には、 

乱数表により無作為に抽出した。 

 

（3）抽出に際しての各層内における市区町村の配列順序は、平成 27 年国勢調査時の市区町村 

コ－ドに従った。 

 

（4）調査地点における対象者の抽出は，調査地点の範囲内（町・丁目・番地等を指定）で標本となる

対象者ができるように、抽出調査地点ごとに調査区抽出時に 

 

             調査地点20歳以上人口 
       抽出間隔＝ 
              調査地点抽出標本数 

 

を算出し、住民基本台帳から等間隔抽出法によって抽出した。 

 

〔結 果〕 

 以上の抽出作業の結果得られた地区別標本数・調査地点数は次のとおりである。 

左…標本数、右…地点数
人口２０万
人以上の市

人口１０万
人以上の市

人口１０万
人未満の市

郡部
（町村）

計

79(3) 25(1) 35(2) 38(2) 39(2) 216(10) 
札幌市  
42(2) 92(4) 42(2) 116(5) 64(3) 356(16) 
仙台市  

370(15) 146(6) 58(3) 38(2) 51(2) 28(2) 395(16) 309(13) 232(9) 76(3) 1703(71) 
２３区 横浜市 川崎市 千葉市 さいたま市 相模原市  

32(2) 55(3) 23(1) 82(4) 17(1) 209(11) 
新潟市  

東山 40(2) 30(2) 91(4) 34(2) 195(10) 

89(4) 28(2) 31(2) 104(4) 115(5) 104(4) 33(2) 504(23) 
名古屋市 静岡市 浜松市  

105(5) 55(3) 60(3) 33(2) 248(10) 103(4) 159(7) 46(2) 809(36) 
大阪市 京都市 神戸市 堺市  

46(2) 27(2) 64(3) 71(3) 59(3) 23(1) 290(14) 
広島市 岡山市  

四国 60(3) 20(1) 49(2) 25(1) 154(7) 

38(2) 59(3) 66(3) 41(2) 91(4) 37(2) 332(16) 
北九州市 福岡市  

28(2) 51(2) 39(2) 73(3) 41(2) 232(11) 
熊本市  

計 1200(51) 828(37) 1094(47) 435(21) 5000(225) 

近畿

中国

北九州

南九州

1443(69)

大都市

北海道

東北

関東

北陸

東海

 

抽出間隔＝ 
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8 回収結果 
 

（1）有効回収数（率）   3,438 人（68.8％） 

（内訳） 女性 1,803 人  男性 1,635 人 

性・年齢別回収結果 

 

性・年齢 標本数 回収数 回収率 性・年齢 標本数 回収数 回収率 
 
 
女 
 
 
性 

 
20～29 歳 
30～39 歳 
40～49 歳 
50～59 歳 
60～69 歳 
70～79 歳

80 歳以上 
 

 
 282 
 341 
 414 

  391 
407 
397 

 303 
 

 
 192 
 238 
 324 
 324 
 326 
 269 
 130 

 

  ％ 
68.1 
69.8 
78.3 
82.9 
80.1 
67.8 
42.9 

 

 
 
男 
 
 
性 

 
20～29 歳 
30～39 歳 
40～49 歳 
50～59 歳 
60～69 歳 
70～79 歳

80 歳以上 
 

 
 277 
 330 
 459 
 389 
 390 
 410 
 210 

 

 
 173 
 207 
 285 
 276 
 281 
 299 
 114 

 

  ％ 
62.5 
62.7 
62.1 
71.0 
72.1 
72.9 
54.3 

 
 2,535 1,803 71.1 計 2,465 1,635 66.3 

 

（2）回収不能数（率）   1,562 人（31.2％） 

 

  回収不能理由内訳 

転    居     116（ 2.3％）         調査票不達           2（ 0.0％） 

       長期不在      66（ 1.3％）         郵送依頼未回収     174（ 3.5％） 

       一時不在     316（ 6.3％）         web 希望未回答     165（ 3.3％） 

       住所不明      30（ 0.6％）         白  票             102（ 2.0％） 

       拒    否     478（ 9.6％）         その他             113（ 2.3％） 
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9 回答者の属性 

 
（1）性別 
 

 

Ｆ１ あなたの性別。（○は１つ） 
 

 

図 1 性 別 

 

   女性

(ｎ)

総 数 (3,438人)

　　　　   男性

52.4 47.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  

 

（2）年齢 
 

 

Ｆ２ あなたの年齢はおいくつですか。（○は１つ） 

 

図 2 年 齢 

 

20代 30代　　40代 50代 60代　　70代 　80歳以上

(ｎ)

総 数 (3,438人)

女 性 (1,803人)

男 性 (1,635人)

10.6

10.6

10.6

12.9

13.2

12.7

17.7

18.0

17.4

17.5

18.0

16.9

17.7

18.1

17.2

16.5

14.9

18.3

7.1

7.2

7.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  
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（3）職業 
 

 

Ｆ３ あなたの職業は次のどれにあたりますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 
（○は１つ） 

 

 

図 3 職 業 

 

勤 め 人 （ 常 勤 ）

勤め人（非常勤・パートタイ
ム・アルバイトなど）

自営業（事業の経営者・家業の
手伝い・内職など）

そ の 他 の 仕 事

学 生

専 業 主 婦 ・ 主 夫

無 職

無 回 答

38.0

16.2

8.8

1.1

2.1

13.7

18.4

1.6

28.0

23.7

6.0

0.6

1.7

25.8

12.6

1.6

49.1

8.0

11.9

1.7

2.5

0.4

24.8

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70

総数(n＝3,438人)
女性(n＝1,803人)
男性(n＝1,635人)

(%)
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図 4 職 業（性・年齢階級別） 

 

〔女性〕 〔男性〕

勤 め 人 （ 常 勤 ）

勤め人（非常勤・
パートタイム・アル
バイトなど）

自営業（事業の経営
者・家業の手伝い・
内職など）

そ の 他 の 仕 事

学 生

専 業 主 婦 ・ 主 夫

無 職

無 回 答

60.7

8.7

1.2

1.2

23.7

-

4.0

0.6

73.9

7.7

9.7

2.4

-

-

5.3

1.0

74.4

4.9

13.7

1.1

-

-

5.3

0.7

72.8

4.0

13.8

1.4

-

0.4

6.2

1.4

19.0

10.7

13.8

1.9

-

0.7

51.3

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 (%)

64.1

12.5

0.5

0.5

16.1

3.6

2.1

0.5

46.2

27.7

2.9

0.4

-

18.9

3.4

0.4

41.0

34.3

5.9

0.9

-

13.9

3.1

0.9

29.0

36.4

8.0

0.3

-

20.4

5.6

0.3

6.2

14.9

7.6

0.7

-

41.7

25.9

3.0

0102030405060708090(%)

20 代(n＝192人)

30 代(n＝238人)

40 代(n＝324人)
50 代(n＝324人)
60歳以上(n＝725人)

20 代(n＝173人)

30 代(n＝207人)

40 代(n＝285人)
50 代(n＝276人)
60歳以上(n＝694人)
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（4）子供の有無 
 

 

Ｆ４ あなたには、子供はいらっしゃいますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

また、「１．いる」と回答した方は、子供の成長段階についてもご回答ください。 

（○はいくつでも） 

なお、人数は関係ありませんので、例えば、小学生の子が２人以上いる場合でも「２．小学生」

に○をつけてください。 

 

 

図 5 子供の有無 

い　る いない 無回答

(ｎ)

総 数 (3,438人)

女 性 (1,803人)

男 性 (1,635人)

70.0 

73.1 

66.6 

28.8 

25.7 

32.2 

1.2 

1.2 

1.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

 

 

図 6 子供の成長段階（複数回答） 

小 学 校 入 学 前

小 学 生

中 学 生

高 校 生

高 校 卒 業 か ら 19 歳 ま で

成 年 （ 20 歳 以 上 ）

そ の 他

無 回 答

12.8

14.1

8.3

9.2

4.8

68.3

1.7

1.5

13.1

14.3

8.2

9.3

4.6

68.1

1.7

1.6

12.5

13.9

8.4

9.0

5.0

68.5

1.7

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

総数(n＝2,407人)
女性(n＝1,318人)
男性(n＝1,089人)

(%)
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（5）年間収入 
 

 

Ｆ５ あなたご自身の平成 31（令和元）年中（平成 31（令和元）年１月１日～12 月 31 日）の年間

収入（税込）はいくらですか。年金や資産収入などすべての収入を含めて、あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

（○は１つ） 
 

 

図 7 年間収入 

(ｎ)

総 数 (3,438人)

女 性 (1,803人)

男 性 (1,635人)

16.4 

25.4 

6.5 

17.8 

24.7 

10.2 

27.9 

23.7 

32.5 

13.3 

6.2 

21.1 

6.2 

2.3 

10.5 

3.3

1.0 

5.8

1.9

0.3

3.5 

0.9

0.4

1.4

6.5 

10.1 

2.4 

3.2 

3.3 

3.1 

2.7 

2.6 

2.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

100万円

未満

100～

200万

円未満

200～

400万

円未満

400～

600万

円未満

600～

800万

円未満

800～

1,000万

円未満

1,000～

1,500万

円未満

収入

なし

1,500

万円

以上 無回答

わから

ない

 
 

（6）最終学歴 
 

 

Ｆ６ あなたが最後に卒業した学校は次のどれですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

中退の場合は、最後に卒業した学校をお答えください。 
また、在学中の場合は、現在在学している学校をお答えください。（○は１つ） 

 

 

図 8 最終学歴 

中学校 高等学校
専門学校、
各種学校

短期大学、
高等専門学校

大学（短期
大学以外）

大学院 その他 無回答

(ｎ)

総 数 (3,438人)

女 性 (1,803人)

男 性 (1,635人)

7.8 

7.3 

8.4 

34.8 

35.4 

34.1 

14.1 

16.6 

11.3 

10.5 

16.9 

3.4 

26.3 

18.6 

34.7 

2.9 

1.4 

4.5 

0.2

0.2

0.2

3.5

3.6

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)
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（7）未既婚 
 

 

問５ あなたは、現在、結婚していますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 
なお、ここでの「結婚」には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦も含みます。 

 

 

図 9 未既婚 

 

未　婚 既　婚 離別・死別

（結婚したこと
  はない）

（現在、夫又は
  妻がいる）

（結婚していたが、
  離婚・死別した）

無回答

(ｎ)

総 数 ( 3,438人)

女 性 ( 1,803人)

男 性 ( 1,635人)

20.5

18.5

22.8

63.6

62.6

64.8

11.7

15.1

8.0

4.1

3.9

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  

 

図 10 未既婚（性・年齢階級別） 

 

〔女性〕 未婚 既婚 　離別・死別 無回答 〔男性〕 未婚 既婚 　離別・死別 無回答

(ｎ)  (ｎ)

20～ 29歳 (192人) (173人)

30～ 39歳 (238人) (207人)

40～ 49歳 (324人) (285人)

50～ 59歳 (324人) (276人)

60歳以上 (725人) (694人)

0 25 50 75 100

78.1

27.3

17.3

10.8

3.7

20.3

65.5

69.4

74.4

64.4

1.6

5.0

8.6

12.7

25.9

-

2.1

4.6

2.2

5.9

0 25 50 75 100
(%)

79.8

37.2

26.0

15.6

5.9

15.6

57.0

66.7

71.4

76.1

1.2

3.9

5.3

10.9

11.0

3.5

1.9

2.1

2.2

7.1

(%)
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（8）交際相手の有無 
 

 

問 15 あなたには、これまでに交際相手がいましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 
現在、結婚している方については、結婚前についてお答えください。なお、ここでいう「交際相

手」には、婚姻届を出していない事実婚は含みません。（○は１つ） 
 

 

図 11 交際相手の有無 

 

交際相手がいた(いる) 交際相手はいなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (3,438人)

女 性 (1,803人)

男 性 (1,635人)
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10 この報告書を読む際の注意 
 
（1）図表中の n とは、比率算出の基数を表すもので、原則として回答者総数（3,438 人）または分類 

別の回答者数のことである。 

（2）図表中の M.T.とは、複数回答の場合に、回答数の合計を回答者数（n）で割った比率のことであ

る。２つ以上の回答を認めているため、その値は通常 100％を超える。 

（3）百分比は、小数点第 2 位で四捨五入して、小数点第 1 位までを表示した。四捨五入したため、合 

計値が 100％を前後することがある。 

（4）「（〇はいくつでも）」と表示のある質問は、2 つ以上の複数回答を認めているため、回答計は 100％ 

を超える。 

（5）図表中“－”は、回答者が皆無であることを、“0.0”は 0.05 未満の数値であったことを示す。 

（6）「Ⅱ 調査結果の概要」では、分類別の回答者数が 50 人より少ない場合は傾向をみるにとどめ、 

分類別の分析の対象からは外している。 

（7）本調査で用いた都市規模区分は次のとおりである。 

大都市（東京都区部、政令指定都市） 

中都市（人口 10 万人以上の市） 

小都市（人口 10 万人未満の市） 

郡部（町村） 

 
〔参 考〕本報告書で結果を引用した過去の調査 

● 平成 29 年度「男女間における暴力に関する調査」（内閣府） 
満 20 歳以上の男女 5,000 人、有効回収数 3,376 人（67.5％） 

＊ 本文中では、「平成 29 年度調査」と表記している。 
 

● 平成 26 年度「男女間における暴力に関する調査」（内閣府） 
満 20 歳以上の男女 5,000 人、有効回収数 3,544 人（70.9％） 

＊ 本文中では、「平成 26 年度調査」と表記している。 

 
 


